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RyojiNAKANOandSigeruKADITA :StudiesontheVariationofProperties

inHardboard(I)VariationofBendingStren'gthinHardboardmanufactured

bytheFourdrienerMachine

I 前 が き

ノ､-ドボー ド工業が我国において設立され,その製品が市販されるに至って早 くも数年を経

過し,その均質化された新しい建築材料としての意義が漸 く一般の使用者に認識されるに至っ

た｡この均質化された板は素材におけるような方向性の差異及び部分的な物理的諸性質のムラ

を殆んど解消したものであるが,果してこれらの諸性質がどの程度まで改良されているかを究

明するのも材質改良の面から及びその利用上から重要であると考える｡

本実験においては現在市販されている我国のメーカー (長網式フォー ミングマシン)を遵ん

で処理板 (テンパー処理)と無処理板とについて,夫々抄造方向を変えて曲げ強さ並びにそれ

たともなって比重,厚みムラの程度を測定しようとするものである｡ 本実験を行 うにさいし,

材料を恵与して戴いた日本-ー ドボー ド株式会社に深甚の謝意を表するとともに,実験上御指

導していただきました本研究室の後藤助教授,黒木助手に深 く敬意を表します｡

Ⅰ 試 験 方 法

処理板と無処理板について,夫々長網式フォ-ミングマシンの抄造方向に平行方向と直角方

向とに支点間距離を有する曲げ試験片を作成した｡先づ 90cmx120cm (3′×4′) の板の両

端から 2-5cm 程切断除去した後,Fig.1及び Fig.2の如 く区劃切断 してこの小試片に一

連附号をつけた｡ これらの板の所定厚は 1/8吋で試片の大きさは 5cmx13cm とし試片数

は平行な方向の板 より各 138片,直角方向の板 より各 153片を採取した｡図の矢印は抄造方向

で且同一側を示す｡庸曲げ試片の支点間距離を 8.0cm とした｡

切断された試片は,関係湿度65%±3%で室温にて約-ケ月調湿した｡曲げ強さ試験はスウ

ェーデン式繊維板用曲げ試験機にて行った｡ 更にその破断試片から 5cmx5cm の試片をと

って含水率及び比重を測定した｡絶乾重量は 100DC±3oCにで恒量に達するまで乾燥 して得ら
れ,幅はノギスにより厚さはマイクロメーク一にて5点測定 して平均値を求めた｡

m 試験結果並びに考察

本研究の試験結果は Tablelに云すごとくである｡本表でみられるように処理板は無処
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Fig･2.Diagram ofspecimensinboard
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a:Temperedboard,paralleltomachinedirection.

b:Temperedboard,atrightangletomachinedirection.

C:Standardboard,paralleltomachinedirection.

d:Standardboard,atrightangletomachinedirection.
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理板より平行方向にて 190kg(19.0,%),直角方向では 156kg(14.1%) 曲げ強さが大きく,

かなりよき処理効果を得ている｡ 一方抄造方向による曲げ強さの相異であるが,処理板,無処

理板ともに平行方向に試片をとった板は直角方向に試片をとった板より大 となったが,無処理

板では僅か 10kg/cm2の相異であり処理板では 44kg/cm2とやや明確な差異が得られた｡

もし同一条件において,これらの試験板が製造されていたものと仮定すれば,処理板において

Table2.Experimentalresultsofmechanicalvariationinstandard

hardboards(1m〉(1m)testedbyF.Kollmann.1)

抄造方向 Machinedirection ィク E ⊥ ク I ⊥

所定厚 Nominalthickness cm

厚 さ
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比 重
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ほ 2.5%以下の危険率でもって平行方向の板が強度大ということができるが,これをもって寓

ちに全体を推測議論することはできないと考える｡叉 Table2 にみられる如 く 3.2mm

厚及び 4.0mm 厚の硬質繊維板の材質ムラについて研究した F.Kollmann氏の報告''でも

抄造方向による明確な差は認められていない｡

各繊維板の曲げ強さの変化範囲を Fig.3-Fig.6 に度数分布表 として示す｡これらの図か

ら判明する如 くa試片 (処理板,平行方向)のみ曲げ強さのバラツキは比較的少く標準偏差は

23kg/cmコで非常に正規分布に近い分布をしているが,b試片 (処理板,直角方向)C試片
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/cm'3と何れもやや変動

範囲が広 くて且理想的な

正規分布は しなかった｡

因みに F.Kollmann

氏の ドイツの硬質繊維板

116-1う8 の研究結果の何れもこれ
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らより更に大きな変動範

囲を有している｡

これらの強さの部分的

変動の状態を知る方法と

して三次元的分布図をも

って写実的に表 示 す れ
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ば,Fig.7-Fig.10

の如 くでこれらの曲

げ強さの山の起伏よ

り

i)a試験棟では

比較的変動が少 く全

体的に均一であるが

ii) b試験板では

抄造方向に沿って試

験板の左側程強度大

で

iii)C試験棟では

抄造方向に沿って試

験板の中央部分が強

く両側が弱い｡

iv)d試験板では

抄造方向に沿って試

験板の左側程強度大

でbと同じ傾向であ

った｡

前記 F.Kollmann

氏の報告1)にても,

やはり一方に相当の

傾斜性が呆されてい

る｡

以上曲げ強さのム

ラについて記述 した

が,同時に,これら

侶卜々 の比重の分布 と

その関連性について

調べる必要がある｡

この結果 Table1

と Table2を比較

してみるに F.Ko→

llmann氏の行った

製品より本製品の方

がやはり変動範囲も

少い｡ 次に比重-曲

げ強さとの 関 係 は



木 材 研 究 第21号 (昭34)

_
＼

(
Bu
rp
u
a
q
u
TaITnldn
こ
O
S
コ
Tn
P
O
∑
J
.ヽ-ノノ

･:I:

I.

I::

.〝

､.1:

Jr

;

1.
【つ

･
.

5

m

i

〕 Eoarda

0.a-0.60R-40. -A(J ..●.○,.
○○.
/■ i

･し0i i
1000 1050

比 重 (kg/ml)

LSPeClflCgrGVlty,LR)

Fig.ll.Relationshipbetweenmodulusofrupture二in
bendingandspecificgravityonboarda･

曲

け

(6ut
pua
q
u
taJコId
コ
1
J
O
S

⊃Tコ
P(
岩
)

∩)
5

｢

h
J

破

壊

05

r.

い.:･･
iT.

(～_
I.

Boardb6b-l.04R-505

I ● ･..●. :8･ー ■ ...●̀

-e_.●■i

1000 1050 1100

比 重 (R)(kg//症 )

(speclflC9rGVjty/i

Fig･12･Relationshipbetweenmodulusofrupturein
bendingandspecificgravityonboardb･

- 78-

Fig.ll-Fig.14 に示す如 く

である｡図中 の⑳印は比重10kg

/m:j 毎に対する5個以上 の曲

げ強さの平均値を表わしたもの

である｡

無処理板については一義三勾配

の直線式が得られたが処理材で

はやや異った直線式となった｡

これらの一直線式は下記の通 りで

ある｡ ノ但し 67,は曲げ破壊係数

(kg/cm2),Rは比重 (kg/m3)

を表わす｡

(a)67,-0.60R-40

(b)67,-1.04R-505

(C)CT,-0.80R-355

(d)の,-0.87R--370

最後に厚みであるがこのムラ

も本製品の方が F.Kollmann

が研究に用いた板 より変動は少

い｡ 一一万比重 と厚みとの関係図

では本試験においてほ,a.b.

C.d,何れの試験板でも一定

の関係は成立せず,F.Kollma

nn氏1-及びRudolfKeylwerth

氏2) の逆比例乃至は双曲線的関

係を示す報告と合致しない｡

以上を綜合してみるに,前述

の F.Kol】mann氏1)が研究に

用いた板では曲げ強さが板の一

方に相当の傾斜を有 し,しかも

曲げ強さが比重 と一定の比例関

係,厚みと逆比例関係が成立す

ることからすれば,プレスが不

均一･に圧縮されていることを示

すものである｡ そしてこれが原

因で厚み,比重及び曲げ強さの

何れもが本実験値 と比較 して,

かなり大 きな変動範囲をもたら

したものと考えられる｡逆に本

実験においてほ厚みと比重との
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問に何ら関係が成立 しないことからすれば,材質ムラの原因がむしろプレス以外の工程即ち,

フォーミング処理方法並びにパルプ量等に基因するものと考えられるから,更にこれらの点に

ついて詳細に研究調査することが材質改良に必要なことであると考えられる｡

序に木製晶の曲げ強さは,F.Ko】lmann氏1)の行った ドイツの製品より平均値は小さな値

を/=jtしたが,米国の-- ドボード製造会社の製品を比較 している J.R.Stillinger&W.G.

Coggan両氏の報告3)によると,本製品は無処理材で5社中第 3番目に位置 し処理板では3社

の何れよりも強度の高い値 となっている｡

要 約

(1) 長網式フォーミングマシンによって製造された硬質繊維板の曲げ強さの部分的ムラを測

定 した｡ 実験は次の4種の板について行った｡

a)処理板 (テンパー処理)で曲げ試片の支点間距離を抄造方向に平行にとった板

b)同じく処理板で直角方向の板

C)無処理板で抄造方向に平行にとった板

d)同じく無処理板で直角方向の板

(2) 脂/々の曲げ試片の大きさは 5cmx13cm,支点間距離 8.0cm で関係湿度 65±3,形,

宝現にて調湿後曲げ破壊関係を求め更にこれらの破壊試片から 5cmx5cm の試片をとっ

て比三重の厚 さの分布及びこれらの相関関係を求めた｡

潮 曲げ強さ,比貢,及び厚みの変動は F.Kollmann氏の研究によるドイツの硬質織碓板

の何れよりも小さい｡

(4) 曲げ強さにおいて処理板は無処理板より14%～19%大 きく処理板の何れも J.R.Still-

inger&W.G.Coggan両氏3)の報ずる米国の5社の製品と比較 して良好な結果を得た｡

(5) 比頚 と曲げ強との問には比車鋸勺同-･傾向の比例関係が得られたが,比貢と厚みとの問に

は-一･五三の関係が得られなかった｡

(6) 上記からして本製品の製造過程において圧縮操作は比較的良好に行われているようであ

るが,フォーミング及処理方法に串juJrlの注意が払われることが製品のバラツキを少くして

性質の改良に茸要な役割を示すものと考えられる｡

(7) 本製品は JIS-A5904の値即ち含水率8%における1/8吋圧の無処理板 (標準品)の厚

さ 3.5±0.3mm,平均比蛋1.00,曲げ強度 420kg/cm2 以上,並 びに処理板の平均比重

1.03,曲げ強度 500kg/cmコ の規格品と比較 してみれば,処理板の-A部及び無処理板に

わづかに小なる値が得られている｡

Resum6

Theobjectofourstudywasasreportedhereintoinvestigatethevariationof

propertiesandbendingstrengthofaspeci丘ccommercialhardboardmanufactured

by‥Fourdrienermachine."

Incarryingoutourexperimentsweclassifiedthehardboardsintofourparts

asfollows:
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(a) Treated boards(tempered):span ofbendingtestpiecesparallelto

machinedirection.

(b) Treatedboards(tempered):thoseatrightanglestomachinedirection.

(C) Untreatedboards:thoseparalleltomachinedirection.

(d) Untreatedboards:thoseatrightanglestomachinedirection.

Specimensofeachoftheabovetypesfortestingbendingstrength(size:5cm

x13cmxl/8inch)Wereplaced,inaboxatroom temperaturewhichhadarelative

humidityof65%'±3%'fortheperiodofonemonth.

Weselectedspecimensof8.0cm span.Afterthebendingtest,measurements

weremadeofthespecificgravity,thicknessandmoisturecontent(smallspeci-

mens5cmx5cm takenfrom thebendingtestspecimensusedforthisexperiment).

Diagram ofspecimenscanbeseeninFig.1and2,andthedetailedresults

oftheseexperimentsareindicatedinTables1andFigs.3to14.

Tbeconclusionsfrom theseexperimentsfollow:

(1) Thevariationrangesofbendingstrength,specificgravityandthickness

arelessthanthoseofthespecimenstestedbyDr.F.KollmanninGemmany.

(2) Constantlinearre一ationshipexistsbetweenspeci丘cgravityandbending

strength,butnotbetweenspecificgravityandthicknessforeachofthefourboards.

(3) Thesehardboardsarepressedwell,butmoreattentiontomanufacturing

process,especiallytoformingandtreatment,mightbehelptoimprovetheir

mechanicalqua一ities.
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